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デジタルシンチグラムの表示法について

-シンチグラムの画質標準化-

水川 勝海

要 旨

デジタルガンマカメラを用いたシンチグラムの記

録撮影に当たって,シンチグラムの画質標準化と最

適コントラスト表示を行うための足がかりとして現

状の技術と問題点につこ､て述べる｡

はじめに

従来シンチグラムは,放射性医薬品 (以下 RIと

略す)の体内集積度の分布状態をドットイメージャ

を用いてCRTの輝点集合として CRTカメラ用フ

イルム (以下フイルムと略す)上に表現を行い,診

断に用いられてきた｡

近年では,ガンマカメラがコンピュータと-体形

となり,これによって得られるシンチグラムはデジ

タル画像 となり,RIの体内集積度の分布状態は,

ビデオイメージャを用いてフイルム上に各画素ごと

における黒化度の違いとして表現されるようになっ

た｡そしてデジタルイメージの特長を生かし,施設

や取り扱い者などの違いに大きく左右されない一定

の画質を保ったシンチグラムの提供と画質の標準化

が容易となった｡

デジタルシンチグラムの撮影原理と問題点

人体に投与されたRIから放出されるγ線を検出

器にて検出を行い,検出位置に対応したメモリ上に

γ線検出頻度計数が記憶される｡このメモリのマト

リックスサイズは最大1,024×1,024で,γ線の計

数値は12ビット (最大計数4,095カウント)～16

ビットの深さである｡メモリ上のシンチグラムはビ

デオ信号に変換され,ビデオイメージャに接続して

フイルム上に画素ごとの黒化度として表現される

(Fig.1)｡

こうして得られたデジタルシンチグラムには次の

ような問題点を含んでいる｡

①同一シンチグラムでは,一画素当たり数カウン

トの部位と,数十カウントをそれぞれ示す部位のコ

ントラストが読影上で重要な情報となる｡

②使用する RIまた投与量により,その集積値の

最大を示す画素で数カウント～数十カウントの場合

と多様である｡したがってシンチグラムはドットイ

メージャ,ビデオイメージャにかかわらず施設ご

と,あるいは取り扱い者等によって画質が異なって

いるのが現状である｡

そこでフイルム特性,ビデオイメージャ,フイル

ム現像液などを含めた施設ごとの違い,また取り扱

い者などに極力影響されずフイルム上に一定の画

質,コントラストで表現する方法 (画質の標準化と

コントラストの自動化)が必要となって来た｡ここ

ではこれらの実現手段として次の二通りについて述

べる｡

①総合感度特性 D(V)(後述)の補正をビデオ信号

出力時に行い,計数値 とフイルム黒化度の関係を

1:1にする｡

②メモリ上で単位面積当たりのカウント数 (カウ

ント密度)を求め,これを用いてコントラストの自

動設定を行う｡

計数値とフイルム黒化度の改善

すでに周知のようにフイルムの感度特性は,フイ

ルムの種類によって異なり,おのおの異なる特性曲

線を描く｡一方ビデオ入力信号ⅤとCRTの蛍光体

面で見られる強度 Logintensityとの関係で示され

るビデオイメージャのグレースケール変換特性も
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ram displayCRTによって異なった特性曲線
を描く｡したがって CRT のグレースケール変換

特性と,フイルムとの

複合で表現される総合感度特性 D (,Iもまた非線

形となる｡ (D (,) はフイルム現像条件も大切な要素と

なる)この D (,)が直線となるような補正 D(-vl,を考えると,グレーレベル (この場合計 数値

)
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orrectionW3:D(Ⅴ)curv

eaftercorrection関係は,任意に設定可

能な関数 g(n)で表現される｡従ってグレーレベルテストパター

ン (16グレーレベル前後)をビデオイメージャに与え,得られた

フイルムの黒化度を測定し,グラフ上にプロットを行えば D(vl)が得られる (Fig.2-1)｡これ

よりg(nl)-D(GIL)を求めれば目的とする補

正値が得られる｡この場合 D(ill)はD(vl)の逆函

数となる (Fig.2-3)｡こ

の D品 をデジタルガンマカメラ,またはビデオイメ

ージャに登録し,フイルム撮影を行えばFig･2

-4に示すよう計数値 (グレーレベル)とフイルム上の

黒化度が1:1なる特性とすることができる｡

コントラス ト自動設定前節で述べた計数値とフイルム上の黒化度の関係

が1:1すなわち直線的になれば,画像のコントラ

ス トは表示される計数値の上限 WU (Windo

wUpper Level) をどこに設定するかで決定される 核医学画像診断 Vol.2No.1

1987.4 - 43-(WU 点でのグレ

ーレベルは最大値)｡この WUは,メモリ上に適当

な大きさの ROIを設定し,この ROI 内の計

数値について画素当たりの平均値AV と,標準

偏差値 SD を求めることによってWU-

AV+R･SD で求められる｡ ここで ROIの大きさ

は患者上で 3cmX3cm 相当になる大きさが良い

と思われる｡Rはコントラス ト補正係数であり,臨床例

と読影医師の経験から決まる値である(大体 R-

3ぐらいが適当と思われる)｡一般にシンチグラムに前述のようなROIを設定,

ROI内の一画素当たりの計数値の

分布ヒス トグラムは Fig.3-1のようになる

｡ これを前節で求めたD品 を用いて補正を行った最

終の表示特性は W3で示すように直線となり,得ら

れる黒化度カーブはFig.3の W3B のようになる｡

まとめデジタルシンチグラムの画質標準化と最適コント

ラスト設定の自動化について述べて来たが,これらの方法についても一長一短が有るし,また述べて来

た方法

を実施するに当たっても問題点がある｡それは,

①現像液の管理-現像液の濃度,温度など,②フ

イルムの管理-フイルムの種類でありいずれも総合

感度特性 D(Ⅴ)に係わる内容であり,これらの管

理が悪いと何んら意味を持たない｡コントラス トの自動設定に

ついては,ROIをどこに設定するかによって異

なって来る,診断目的部位,症例などによってより

適切な設定場所を決める必要がある｡シンチグラム

の画質標準化を考えるに当たってこの点を今後さら

に追求する必要があると考えている｡シンチグラム画像の画


